
【
研
究
ノ
ー
ト
】

明
治
大
学
に
お
け
る
学
位
授
与
の
歴
史
と
博
士
学
位

本
稿
の
目
的
は
、
近
代
日
本
に
お
け
る
学
位
制
度
の
歴
史
を
概
観
し
、
そ
の
上
で
明
治
大
学
に
お
け
る
博
士
学
位
授
与
件
数
を
明
ら
か

従
来
、
近
代
日
本
に
お
け
る
学
位
の
歴
史
に
つ
い
て
は
通
史
・
一
般
書
の
な
か
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
中
心
で
、
全
体
動
向
・
個
別
事

例
に
関
わ
ら
ず
、
学
位
を
主
題
と
す
る
詳
細
・
柏
緻
な
研
究
は
少
な
い
。
近
年
の
業
組
を
挙
け
れ
ば
、
仏
島
大
学
閻
等
教
育
研
究
開
発
セ

に
す
る
こ
と
て
あ
る
し

は
じ
め
に

授
与
件
数

大
学
史
紀
要
第
24
号

阿

部

裕

樹
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ン
タ
ー
『
大
学
院
教
育
と
学
位
授
与
に
関
す
る
研
究
』
、
寺
崎
昌
男
「
「
学
部
」
と
「
学
位
」
を
見
な
お
す
」
、
吉
村
日
出
東
「
日
本
近
代

(
3
)
 

に
お
け
る
大
学
の
成
立
過
程
と
そ
の
特
色
」
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
学
位
制
度
に
関
す
る
記
述
の
あ
る
通
史
と
し
て
、
天
野

(
4
)
 

郁
夫
『
大
学
の
誕
生
』
上
・
下
巻
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
寺
崎
昌
男
は
学
位
制
度
の
時
期
区
分
と
し
て
、
①
黎
明
期
(
-
八
六
八
ー

一
八
八
七
年
）
②
学
位
令
第
一
期
(
-
八
八
L
¥
―
八
九
七
年
）
③
学
位
令
第
二
期
(
-
八
九
八
1
一
九
一
九
年
）
④
学
位
令
第
三
期
(
-
九
―
-

0
1
一
九
五
一
二
年
）
⑤
大
学
院
基
準
・
学
位
規
則
期
(
-
九
五
―
二
＼
一
九
七
三
年
）
⑥
大
学
院
設
置
基
準
・
学
位
規
則
期
(
-
九
七
四
＼
一
九
九

0
年
）
⑦
設
置
基
準
大
綱
化
・
新
学
位
制
度
期
(
-
九
九
C
I
―
1
0
0
二
年
）
⑧
設
置
甚
準
大
綱
化
・
専
門
職
学
位
新
設
期
を
提
起
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
法
制
に
よ
る
区
分
で
あ
る
。
本
稿
の
関
心
に
引
き
つ
け
て
考
え
れ
ば
、
①
黎
明
期
か
ら
③
学
位
令
第
二
期
に
つ
い
て
は
学

位
制
度
の
変
遷
を
概
観
し
な
が
ら
明
治
大
学
関
係
者
の
学
位
取
得
に
つ
い
て
確
認
し
、
明
治
大
学
が
学
位
を
授
与
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

④
学
位
令
第
三
期
以
降
に
つ
い
て
は
明
治
大
学
に
お
け
る
博
士
学
位
授
与
件
数
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
若
干
の
分
析
を
行
い
た
い
。

ま
た
、

日
本
に
お
け
る
学
位
取
得
者
数
に
つ
い
て
は
、
文
部
科
学
省
や
各
大
学
が
全
体
・
一
部
を
発
表
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
（
）
興
味

(
5
)
 

深
い
成
果
と
し
て
、
梶
田
明
宏
が
「
学
位
に
関
す
る
統
計
1

明
治
―

-
0年
お
よ
び
三
一
年
学
位
令
」
に
お
い
て
昭
和
初
期
ま
で
の
博
士

学
位
授
与
件
数
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
件
数
が
少
な
い
と
は
い
え
、
帝
国
大
学
別
、
授
与
基
準
別
等
の
分

析
を
試
み
て
お
り
、
本
稿
に
お
い
て
も
成
果
の
一
部
を
引
用
し
て
い
る
。

(
6
)
 

一
八
七
―
-
（
明
治
五
）
年
の
学
制
（
太
政
官
布
告
第
ニ
―
四
号
）
第
四
―
―
章
に

員
ハ
学
士
ノ
称
ヲ
得
シ
モ
ノ
ニ
非
サ
レ
ハ
許
サ
ス
」
と
定
め
ら
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
と
考
え
た
い
。
こ
れ
は
「
其
目
的
ヲ
示
ス
数
年
ノ
後

明
治
大
学
に
お
け
る
学
位
授
与
の
歴
史
と
博
士
学
位
授
与
件
数
（
阿
部
）
＇
）

近
代
日
本
に
お
け
る
学
位
制
度
の
歴
史
は
、

学
位
制
度
の
は
じ
ま
り

「
大
学
校
教
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第
百
八
十
七
章

第
百
八
十
六
章

第
百
八
十
五
章

第
百
八
十
四
章

第
百
八
十
三
章

第
百
八
十
二
章

（前略）

即
チ
智
識
ノ
美
称
卜
云
フ
ヘ
シ

号
ヲ
与
フ

学
士
ノ
称
号
ヲ
分
テ
五
等
ト
ス
一
等
学
士
ヲ
上
等
ト
シ
五
等
学
士
ヲ
下
等
ト
ス

中
学
教
科
卒
業
大
学
へ
入
リ
い
五
闘
鐸
匹
碍
校
修
業
凡
ソ
一
ケ
年
ノ
後
及
第
ス
ル
者
二
五
等
学
士
ノ
称
号
ヲ
与
フ

大
学
二
進
ム
ノ
後
一
―
―
学
科
記
臼
臼
酎
戸
”
解
或
ハ
四
五
学
科
ヲ
修
ム
ル
者
ニ
ハ
五
等
学
士
或
ハ
四
等
学
士
ノ
称

大
学
科
昇
佃
尉
讐
霜
ヲ
終
ル
モ
ノ
ニ
ハ
三
等
学
士
ノ
称
号
ヲ
与
フ

二
等
学
士
一
等
学
士
ノ
称
号
二
至
テ
ハ
大
学
科
成
業
ノ
モ
ノ
追
々
実
地
研
究
シ
熟
逹
ノ
モ
ノ
ニ
与
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ

五
等
学
士
ノ
称
号
ハ
全
ク
学
術
二
関
ス
ル

7
等
ヲ
新
二
発
明
シ
或
ハ
希
有
ノ
著
書
及
ヒ
大
部
ノ
書
籍
ヲ
新
二
著
述

明
治
六
年
文
部
省
布
達
第
五
一
号

文
を
挙
げ
た
い
(
)

で
は
な
い
だ
ろ
う
。

ヲ
待
テ
之
ヲ
行
フ
ヘ
シ
」
と
但
し
書
き
の
付
さ
れ
た
暫
定
規
定
で
あ
る
か
ら
、

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
が
、

き
り
し
な
い
の
も
た
し
か
で
あ
る
。

的
に
完
成
さ
れ
た
も
の
は
な
か
っ
た
。
と
考
え
れ
は
、
こ
の
「
学
士
」
を
近
代
日
本
の
学
位
制
度
の
源
流
と
し
て
も
、
あ
な
が
ち
間
違
い

一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
四
月
、
文
部
省
布
逹
第
五
一
号
は
学
士
を
「
一
等
学
士
」

大
学
史
紀
要
第
24号

し
か
し
、

お
そ
ら
く
実
体
は
な
い
。
「
学
土
」
が
大
学
教
員
の
要
件

よ
く
考
え
て
み
れ
ば
、
学
位
と
い
う
こ
と
ば
が
な
い
た
め
ぶ
学
士
」
が
学
位
で
あ
る
の
か
は
っ

明
治
初
年
と
い
う
時
代
て
あ
れ
は
と
く
に
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
初
め
か
ら
制
度
的
か
つ
実
体

か
ら
「
五
等
学
士
」
に
区
分
し
た
。
関
係
す
る
条
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明
治
大
学
に
お
け
る
学
位
授
与
の
歴
史
と
博
士
学
位
授
与
件
数
（
阿
部
）

博

士

学

士

得

業

士

学
位
称
号
分
テ
三
等
ト
ス

（
中
略
）

候
事

文
部
省
職
員
中
大
少
監
ヲ
廃
シ
更
二
大
中
少
視
学
書
記
ヲ
置
キ
且
教
員
ノ
等
次
学
位
ノ
称
号
等
別
表
ノ
通
改
訂
改
訂
候
条
此
旨
布
告

太
政
官
布
告
第
一
一
九
六
号

こ
と
ば
の
登
場
で
あ
る
。

第
百
八
十
八
章

「
一
等
」
を
上
位
と
す
る
五
段
階
の
「
学
士
」
に
は
、

テ
ハ
大
学
科
成
業
ノ
モ
ノ
追
々
実
地
研
究
シ
熟
達
ノ
モ
ノ
ニ
与
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
即
チ
智
識
ノ
美
称
」
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
「
学
士
」
称
号

の
授
与
権
者
は
、
大
学
等
か
ら
の
具
状
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
最
終
的
に
は
一
文
部
卿
」
が
天
皇
の
裁
可
を
経
て
授
与
す
る
こ
と
と

定
め
ら
れ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
基
準
か
明
示
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
「
―
―
等
学
士
一
等
学
士
ノ
称
号
二
至

そ
れ
か
ら
間
も
な
い
同
年
八
月
の
太
政
官
布
告
第
二
九
六
号
は
、
学
位
を
「
博
士
」
「
学
土
」
「
得
業
士
」
に
三
分
し
た
。
学
位
と
い
う

学
士
ノ
称
号
ヲ
与
フ
ル
モ
ノ
ハ
大
学
等
ヨ
リ
具
状
シ
文
部
卿

ス
ル
モ
ノ
等
二
与
フ
ル

7
ア
リ

奏
聞
ノ
上
之
ヲ
補
ス

（
『
法
令
全
書
』
六
巻
ノ
一
）

（
『
法
令
全
書
』
六
巻
ノ
ニ
）
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゜
うつ

第
三
条

ル
者
二
帝
国
大
学
評
議
会
ノ
議
ヲ
経
テ
之
ヲ
授
ク

博
士
ノ
学
位
ハ
文
部
大
臣
二
於
テ
大
学
院
二
入
リ
定
規
ノ
試
験
ヲ
経
タ
ル
者
二
之
ヲ
授
ケ
又
ハ
之
卜
同
等
以
上
ノ
学
カ
ア

第
二
条
博
士
ノ
学
位
ハ
法
学
博
士
医
学
博
士
工
学
博
士
文
学
博
士
理
学
博
士
ノ
五
種
ト
ス

第
一
条
学
位
ハ
槽
士
及
大
博
士
ノ
―
―
等
ト
ス

そ
の
後
、

実
際
に
学
位
授
与
を
始
め
た
の
は
、
札
幌
農
学
校
と
、

日
本
で
最
初
の
大
学
で
あ
る
東
京
大
学
で
あ
る
。
こ
の
点
で
い
え
ば
、
学
位
と

冶
一
三
年
）
年
七
月
に
挙
行
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
の
卒
業
生
は
一
三
名
で
、
彼
ら
に
は
「
農
学
士
」

一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
八
月
に
開
学
し
た
札
幌
農
学
校
の
第
一
回
卒
業
式
は
一
八
八
〇
（
明

(
7
)
 

の
学
位
が
授
与
さ
れ
た
。

医
学
部
の
第
一
阿
学
位
授
与
式
か
挙
行
さ
れ
、
法
学
士
一
五
名
、
理
学
士
四

0
名
、
製
薬
士
一
九
名
、
医
学
士
一
八
名
が
誕
生
し
た
（
た

一
八
七
七
年
一
―
一
月
よ
り
卒
業
証
書
授
与
式
は
行
わ
れ
て
い
る
）
。
こ
れ
に
先
立
つ
一
八
七
八
（
明
治
一

-
）
年
一
―
一
月
、
文
部
省
は
東
京

大
学
に
学
位
授
与
の
権
限
を
付
与
す
る
通
達
を
行
い
、
以
降
文
部
省
と
当
時
日
本
で
唯
一
の
大
学
で
あ
っ
た
東
京
大
学
と
の
間
で
内
容
に

つ
い
て
折
衝
を
菫
ね
た
と
い
う
。
最
終
的
に
学
部
名
に
学
士
を
加
え
た
名
称
（
法
学
部
卒
業
生
で
あ
れ
は
法
学
士
、
た
た
し
医
学
部
製
薬
科
の

(
9
)
 

み
製
薬
士
）
が
学
位
と
な
っ
た
。
医
学
部
の
一
学
位
記
」
に
「
文
部
卿
二
申
稟
シ
綜
理
之
ヲ
受
理
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
」
と
あ
る
よ
う
に
、
実

(10) 

際
は
大
学
が
学
位
授
与
を
行
い
、
文
部
卿
名
も
併
記
さ
れ
て
い
た
。

一
八
八
七
（
明
治
―

-O)
年
五
月
の
学
位
令
に
よ
っ
て
、
学
位
を
め
ぐ
る
法
制
が
整
備
さ
れ
た
。
次
に
そ
の
条
文
を
挙
け
よ

学
位
令
（
明
治
二

0
年
五
月
―
二
日
勅
令
第
一
三
号
）

だ
し

一
八
七
七
（
明
治
一

0)
年
に
設
置
さ
れ
た
東
京
大
学
で
は
、

一
八
七
九
（
明
治
―
二
）
年
七
月
に
法
・
理
・
文
三
学
部
の

卒
業
が
リ
ン
ク
し
て
い
る
こ
と
と
な
る

大
学
史
紀
安
第
24
号

〗
月
こ

＇ 

-

（

i
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明
治
大
学
に
お
け
る
学
位
授
与
の
歴
史
と
博
士
学
位
授
与
件
数
（
阿
部
）

（
後
略

第
四
条

第
三
条

第
一
一
条

第
四
条

ノ
範
囲
内
二
属
ス
ル
自
著
ノ
論
文
一
編
ヲ
差
出
ス
ヘ
シ

ク

一
九
六
号

大
博
士
ノ
学
位
ハ
文
部
大
臣
二
於
テ
博
士
ノ
会
議
二
付
シ
学
問
上
特
二
功
績
ア
リ
ト
認
メ
タ
ル
者
二
閣
議
ヲ
経
テ
之
ヲ
授

（
医
・
エ
・
文
・
理
学
博
士
も
同
様
ー
阿
部
）

（
国
立
国
会
図
書
館
テ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
官
報
」
第
一

大
学
院
二
入
リ
定
規
ノ
試
験
ヲ
経
タ
ル
者
ア
ル
ト
キ
ハ
帝
国
大
学
総
長
ノ
具
申
二
依
リ
文
部
大
臣
之
二
博
士
ノ
学
位
ヲ
授

文
部
大
臣
二
於
テ
大
学
院
二
人
リ
定
規
ノ
試
験
ヲ
経
タ
ル
者
卜
同
等
以
上
ノ
学
カ
ア
リ
ト
思
慮
ス
ル
者
ア
ル
ト
キ
ハ
帝
国

大
学
評
議
会
ノ
議
二
付
シ
評
議
官
総
数
三
分
ノ
―
一
以
上
之
ヲ
是
認
ス
ル
ニ
於
テ
ハ
文
部
大
臣
之
二
博
士
ノ
学
位
ヲ
授
ク

博
士
ノ
学
位
ヲ
得
ン
ト
欲
ス
ル
者
ハ
文
部
大
臣
二
申
請
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
但
申
請
ス
ル
者
ハ
其
履
歴
書
及
其
専
攻
セ
ル
学
科

（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
官
報
」
第
一

法
科
大
学
所
設
ノ
学
科
ヲ
専
攻
セ
シ
者
ニ
ハ
法
学
博
士

第
一
条
博
士
ノ
学
位
ハ
左
ノ
区
分
二
従
ヒ
之
ヲ
授
ク

学
位
令
細
則

第
石
条
本
令
二
関
ス
ル
細
則
ハ
文
部
大
臣
之
ヲ
定
ム

ク

一
六
六
号
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明
治
二
万
）
年
か
ら
井
上
を
継
い
で
教
頭
を
務
め

一
八
九
九
（
明
治
―
―
三
）
年
に
亡
く
な
る
ま
で
こ
れ

フ
ラ
ン
ス
留
学
中
の
一
八
八

（
明
治
三
七
）
年
の
二
度
に
わ
た
り
教
頭
を
、

一
九
―

-
O
（
大
正
九
）
年
か
ら
は
商
議
員
を
務
め
る
な
ど

一
九
―
―
一
六
（
昭
和

-
）
年
に
亡

名、

明
治
二
四
）
年
に
八
名
、

一
八
八
八
（
明
治
―
―
-
)
年
に
一
〇

学
位
令
と
そ
の
細
則
て
示
さ
れ
た
基
準
は
、
学
位
は
博
士
と
大
博
士
の
一
一
段
階
で
、
博
士
学
位
は
五
種
類
（
法
・
医
・
エ
・
文
・
理
）
、

学
位
取
得
の
要
件
は
人
学
院
の
修
了
か
（
学
付
令
第
二
条
）
、
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
も
の
て
帝
国
大
学
評
議
会
が
認
め
た
も

の
（
学
位
令
第
一
＿
一
条
）
と
定
め
ら
れ
た
。
当
時
は
大
学
が
帝
国
大
学
の
み
で
あ
る
の
と
同
様
、
大
学
院
も
帝
国
大
学
大
学
院
し
か
な
い
た

め
、
実
際
に
は
帝
国
大
学
大
学
院
修
了
者
か
、
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
も
の
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
前
者
は
現
在
で
い
う
課
程

博
士
、
後
者
が
論
文
博
士
に
相
当
す
る
と
考
え
れ
ば
わ
か
り
や
す
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
学
位
の
授
与
権
者
は
文
部
大
臣
（
つ
ま
り
文
部
省
）

と
規
定
さ
れ
た
（
細
則
第
ニ
・
三
条
）
。
ま
た
細
則
第
四
条
に
本
人
申
請
に
つ
い
て
の
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

(11) 

こ
の
学
位
令
(
-
八
八
七
＼
一
八
九
七
年
）
に
基
づ
く
博
士
学
位
の
授
与
件
数
は
、
梶
田
明
宏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
本
稿

の
関
心
に
従
い
法
学
博
士
に
つ
い
て
み
れ
は
、

¥
L
-

／
ブ

は
『
学
位
録
』
で
確
認
で
き
、
第
1
表
の
と
お
り
と
な
る
。

一
八
八
八
年
の
一

0
名
は
箕
作
麟
祥
、
田
尻
稲
次
郎
、
菊
池
武
夫
、
穂
積
陳

重
、
鳩
山
和
夫
、
井
上
正
一
、
木
下
広
次
、
熊
野
敏
三
、
岡
村
輝
彦
、
富
井
政
章
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
明
治
大
学
（
前
身
の
明
治
法
律
学
校

時
代
を
含
む
）
と
関
わ
り
の
あ
っ
た
の
は
、
名
誉
職
的
な
「
校
員
」
と
い
う
立
場
の
箕
作
麟
祥
、
教
員
を
務
め
た
井
上
正
一
、
木
下
広
次
、

（
因
）

熊
野
敏
―
―
-
、
岡
村
輝
彦
で
あ
る
。
特
に
深
い
関
わ
り
が
あ
っ
た
の
は
井
上
と
熊
野
で
、
井
上
は
フ
ラ
ン
ス
留
学
帰
国
後
か
ら
明
治
法
律
学

校
•
明
治
大
学
で
講
師
を
務
め
、

く
な
る
ま
で
明
治
大
学
の
教
育
と
経
営
に
携
わ
り
続
け
た
人
物
で
あ
る
。
特
筆
す
べ
き
は
、

(15) 

年
に
デ
ィ
ジ
ョ
ン
の
大
学
て
法
学
博
士
を
取
得
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
熊
野
も
井
上
同
様
に
フ
ラ
ン
ス
留
学
帰
国
後
か
ら
明
治
法
律
学

校
で
教
鞭
を
と
り
、

一
八
九
―
―

一
八
九

0
(明
治
―
―
―
―
-
）
＼
一
八
九
―
―

（
明
治
一
四
）

大
学
史
紀
要
第
24号

い
ず
れ
も
帝
国
大
学
評
議
会
が
推
煎
し
た
も
の
で
、

一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
に
一
名
が
授
与
さ
れ
て
お
り
、
合
計
一
九
名
で
あ
る
。

そ
の
氏
名

（
明
治
―
―
五
）
年
と
一
九

(
)
0
（
明
治
―
ニ
―
―
-
)
年
か
ら
一
九

0
四
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明
治
大
学
に
お
け
る
学
位
授
与
の
歴
史
と
博
士
学
位
授
与
件
数
（
阿
部
）

第 1表学位令 (1887-1897)における法学博士取得者氏名

氏 名 取得年月 明治大学との関わり

箕作麟祥 1888.5 校員

田尻稲次郎 1888.5 

菊池武夫 1888.5 

穂積陳重 1888.5 

鳩山和夫 1888.5 

井上」T:三 1888.6 教員、教頭

木下広次 1888.6 教員

熊野敏三 1888.6 教員、教頭

岡村輝彦 1888.6 教員

富井政章 1888.6 

末岡精一 1891. 8 

宮崎道三郎 1891. 8 

増島六一郎 1891. 8 

土方寧 1891. 8 

穂積八束 1891. 8 

梅謙次郎 1891. 8 

和田恒謙口 1891. 8 教員

金井延 1891. 8 教員

本野一郎 1893. 5 

（出典） 『学位録』（文部省専門学務局、 1935年）

-195-



（
後
略
）

第
五
条
本
令
二
関
ス
ル
細
則
ハ
文
部
大
臣
之
ヲ
定
ム

第
四
条

博
士
会
二
於
テ
学
位
ヲ
授
ク
ヘ
キ
学
カ
ア
リ
ト
認
メ
タ
ル
者

ニ
於
テ
之
卜
同
等
以
上
ノ
学
カ
ア
リ
ト
認
メ
タ
ル
者

第
一
条

次
に
、

フ
ラ
ン
ス
留
学
中
の
一
八
八
―
―
-
（
明
治
一
六
）
年
に
パ
リ
大
学
で
法
学
博
士
を
取
得
し
て
い
る
。

井
上
は
フ
ラ
ン
ス
の
大
学
で
法
学
博
士
を
取
得
し
た
最
初
の
日
本
人
で
あ
り
、
熊
野
は
パ
リ
大
学
で
法
学
博
士
を
取
得
し
た
最
初
の
日
本

人
で
あ
る
。

一
八
九
八
（
明
治
三
一
）
年
改
正
の
学
位
令
に
つ
い
て
、

学
位
令
（
明
治
―
ニ
―
年
―
二
月
九
日
勅
令
第
三
四
四
号
）

第
三
条

学
位
ハ
法
学
博
士
、
医
学
博
士
、
薬
学
博
士
、

博
士
ノ
九
種
ト
ス

そ
の
細
則
と
と
も
に
確
認
し
た
い

C

工
学
博
士
、
文
学
博
士
、
理
学
博
士
、
農
学
博
士
、
林
学
博
士
及
獣
医
学

帝
国
大
学
大
学
院
二
入
リ
定
規
ノ
試
験
ヲ
経
タ
ル
者
又
ハ
論
文
ヲ
提
出
シ
テ
学
位
ヲ
請
求
シ
帝
国
大
学
分
科
大
学
教
授
会

帝
国
大
学
分
科
大
学
教
授
ニ
ハ
当
該
帝
国
大
学
総
長
ノ
推
薦
二
依
リ
文
部
大
臣
二
於
テ
学
位
ヲ
授
ク
ル
コ
ト
ヲ
得

学
位
ヲ
有
ス
ル
者
其
ノ
栄
誉
ヲ
汚
辱
ス
ル
ノ
行
為
ア
ル
ト
キ
ハ
博
士
会
ノ
議
ヲ
経
テ
文
部
大
臣
其
ノ
学
位
ヲ
褪
奪
ス

明
治
―
―
十
年
勅
令
第
十
三
号
学
位
令
二
依
リ
授
与
シ
タ
ル
学
位
ハ
本
令
ノ
学
位
卜
同
一
ノ
モ
ノ
ト
ス

（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
＿
官
報
」
第
四
六
三
五
号
）

第
―
一
条
学
位
ハ
文
部
大
臣
二
於
テ
左
二
掲
ク
ル
者
二
之
ヲ
授
ク

を
務
め
て
い
る
。
学
位
も
井
上
同
様
に

大
学
史
紀
要
第
24
号
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明
治
大
学
に
お
け
る
学
位
授
与
の
歴
史
と
博
士
学
位
授
与
件
数
（
阿
部
）

博
士
会
規
則
（
明
治
一
三
年
一
―
一
月
九
日
勅
令
第
一
二
四
五
号
）

臣
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

第
三
条

文
部
大
臣
二
具
中
ス
ヘ
シ

論
文
ヲ
提
出
シ
テ
学
位
ヲ
請
求
ス
ル
者
ハ
其
専
攻
シ
タ
ル
学
科
ノ
範
囲
内
二
属
ス
ル
自
著
ノ
論
文
二
履
歴
書
ヲ
添
へ
其
論

文
ノ
審
査
ヲ
受
ク
ヘ
キ
帝
国
大
学
分
科
大
学
教
授
会
ヲ
指
定
シ
テ
文
部
大
臣
二
申
請
ス
ヘ
シ

こ
の
一
八
九
八
（
明
治
一
―
―
-
）
年
改
正
学
位
令
は
、

（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
官
報
」
第
四
六
五
三
号
）

そ
れ
ま
で
実
績
の
な
か
っ
た
大
博
士
を
廃
止
し
学
位
を
博
士
の
み
と
規
定
し
た
。

博
士
学
位
は
九
種
類
（
法
・
医
・
薬
・
エ
・
文
・
理
・
農
・
林
・
獣
医
）
に
増
加
し
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
東
京
帝
国
大
学
に
お
け
る
学
部
増

設
と
京
都
帝
国
大
学
の
開
校
が
あ
っ
た
。
学
位
取
得
の
要
件
は
、
大
学
院
で
所
定
の
試
験
に
合
格
し
た
も
の
、
論
文
を
提
出
し
帝
国
大
学

の
各
分
科
教
授
会
で
前
記
・
試
験
合
格
者
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
た
も
の
（
以
上
は
第
一
一
条
一
）
、
博
士
会
が
認
め
る

も
の
、
帝
国
大
学
総
長
が
推
薦
す
る
帝
国
大
学
教
授
（
以
上
は
第
二
条
―
-
）
の
四
通
り
と
な
っ
た
。
学
位
の
授
与
権
者
は
引
き
続
き
文
部
大

こ
の
う
ち
博
士
会
は
、
こ
の
一
八
九
八
年
改
正
学
位
令
と
同
日
に
公
布
さ
れ
た
博
士
会
規
則
に
よ
り
発
足
し
た
。
次
に
設
置
の
根
拠
と

な
る
条
文
を
挙
げ
よ
う
。

第
二
条

帝
国
大
学
大
学
院
二
入
リ
定
規
ノ
試
験
ヲ
経
タ
ル
者
ア
ル
ト
キ
ハ
当
該
帝
国
大
学
総
長
ハ
其
試
験
成
績
二
履
歴
書
ヲ
添
ヘ

第
一
条
学
位
ハ
学
位
受
領
者
ノ
専
攻
シ
タ
ル
学
科
ノ
区
別
二
従
ヒ
之
ヲ
授
ク

学
位
令
細
則
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位
を
持
つ
者
た
ち
で
、
法
学
な
ど
の
別
ご
と
に
博
士
会
を
組
織
し
た
。

（後略）

第
九
条

（
中
略
）

第
五
条

前
項
ノ
議
決
ハ
無
記
名
投
票
ヲ
以
テ
之
ヲ
行
フ

第
四
条

第
三
条

博
士
会
ハ
文
部
大
臣
ノ
監
督
二
属
シ
明
治
三
十
一
年
勅
令
第
三
百
四
十
四
号
学
位
令
第
一
一
条
第
一
項
第
二
号
及
第
一
一
一
条
二

博
士
会
ハ
法
学
博
士
会
医
学
博
士
会
薬
学
博
士
会
工
学
博
土
会
文
学
博
士
会
狸
学
博
士
会
農
学
博
士
会
林
学
博
士
会
及
獣

博
士
会
ハ
文
部
大
臣
二
於
テ
必
要
ア
リ
ト
認
メ
タ
ル
ト
キ
又
ハ
会
長
ヨ
リ
具
申
ア
リ
タ
ル
ト
キ
文
部
大
臣
之
ヲ
召
集
ス
博

士
会
ハ
会
員
ノ
過
半
数
出
席
ス
ル
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
議
決
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

学
位
授
与
ノ
議
事
ハ
出
席
会
員
三
分
ノ
―
一
以
上
学
位
槻
奪
ノ
議
事
ハ
出
席
会
員
四
分
ノ
三
以
上
ノ
多
数
二
依
リ
之
ヲ
決
ス

博
士
会
会
長
ハ
会
員
中
ヨ
リ
之
ヲ
互
選
シ
文
部
大
臣
ノ
認
可
ヲ
受
ク
ヘ
シ

会
長
ハ
会
務
ヲ
総
管
シ
議
事
ヲ
整
理
シ
其
ノ
議
決
ヲ
文
部
大
臣
二
具
申
ス

博
士
会
ノ
議
事
規
則
ハ
各
博
士
会
二
於
テ
之
ヲ
定
メ
文
部
大
臣
ノ
認
可
ヲ
受
ク
ヘ
シ

（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
官
報
一
第
四
六
＿
―
-
五
号
）

博
士
会
は
文
部
大
臣
の
監
督
下
に
お
か
れ
、
学
位
の
「
授
与
」
と
「
禍
奪
」
に
つ
い
て
審
査
す
る
組
織
で
あ
っ
た
。
構
成
員
は
博
士
学

こ
の
一
八
九
八
年
改
正
学
位
令
に
基
づ
く
博
士
学
位
授
与
件
数
に
つ
い
て
も
、
梶
田
明
宏
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
(
)
そ
の
う
ち

医
学
博
士
会
ノ
九
種
ト
シ
当
該
博
士
ヲ
以
テ
組
織
ス

第
一
一
条

規
定
セ
ル
学
位
ノ
授
与
禍
奪
二
関
ス
ル
事
項
ヲ
審
牡
ス

第
一
条

大
学
史
紀
要
第
24
号
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明
治
大
学
に
お
け
る
学
位
授
与
の
歴
史
と
博
士
学
位
授
与
件
数
（
阿
部
）

第 2表 1898年改正学位令における法学博士の授与件数

l 1900 1901 1902 1903 1904. 1905 1906 1907 1908 1909 1910 
; 

I 1 I 
I I I I 2 

I 
I 

論文 1 1 I 2 I 1 1 1 1 1 

博士会 ， 3 4 6 12 7 6 1:5 

総長推胞 5 11 2 1 6 1 3 6 2 1 2 

計 14 2 15 2 7 7 8 4 19 12 7 17 

1911 1912 1913 1914 1915 1916 1917 1918 1919 1920 計

大学院 1 1 5 

論文 1 1 ］ 1 1 5 1 20 

博士会 2 I 13 I 11 11 11 I llO 
2公巨紐菌 3 1 1 2 2 7 I 56 

; 

I z I 4 4 2 1s I 7 11 I 19 1 12 

（出典） 梶田明宏［学位に関する統計ー一明治二0年および三一年学位令J所収の

表をもとに筆者作成

第
2
表
の
当
該
欄
に
六
名
と
あ
り
、
第
3
表
に
同
年
月
取
得
者
六

と
あ
り
、
岸
本
他
五
名
の
氏
名
等
が
記
さ
れ
て
い
る
（
前
掲

ア
リ
ト
認
メ
タ
リ
初
テ
明
治
三
十
一
年
勅
令
第
一
予
日
四
十
四

そ
れ
に
よ
れ
ば
「
右
博
士
会
二
於
テ
学
位
ヲ
授
ク
ヘ
キ
学
力

法
学
博
士
授
与
件
数
を
抽
出
し
た
の
が
第
2
表
で
、
さ
ら
に

（じ）

箪
者
が
『
学
位
録
』
か
ら
抽
出
し
た
法
学
博
士
学
位
取
得
者

さ
れ
る
）
就
任
者
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
時
期
、
明
治
大
学
創
立
者
の
ひ
と
り
で
あ
る

岸
本
辰
雄
も
法
学
博
士
学
位
を
取
得
し
て
い
る
。
岸
本
の
学

一
九

0
五
（
明
治
―
二
八
）
年
五
月
―
―

三
日
発
行
の
「
官
報
」
第
六
五
六
六
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

号
学
位
令
第
二
条
二
依
リ
絃
二
法
学
博
士
ノ
学
位
ヲ
授
ク
」

位
取
得
に
つ
い
て
は

治
大
学
学
長
・
総
長
（
横
田
の
在
任
中
に
学
長
が
総
長
と
改
称

郎
、
志
田
紳
太
郎
、
横
田
秀
雄
、
鵜
沢
総
明
の
四
名
で
、
明

い
。
特
に
関
わ
り
が
深
か
っ
た
の
は
、
上
段
か
ら
富
谷
銑
太

わ
り
を
付
記
し
た
が
、
教
員
と
し
て
関
わ
っ
た
人
物
は
多

に
明
治
大
学
（
前
身
の
明
治
法
律
学
校
時
代
を
含
む
）
と
の
関

の
氏
名
が
第
3
表
で
あ
る
。
第
3
表
に
も
、
第
1
表
と
同
様
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第 3表 1898年改正学位令における法学博士取得者氏名

氏 名 1取得軍斤｀畜ffi三面ゎり［ 氏 名 1取得年月 1明治大学との関わり 1

~::1::、学長ービ~~:~::~ 教員、総rl
m叩ク I 10:1コ.,.) 子入只 I杉了一 l::JVC>. l I 
田口卯吉， 1899.3 水野錬太郎,1903. 1 

添田寿一 1899. 3 政尾藤吉 1903.3 

木場貞長 1899.3 美濃部逹吉 1903.8 教員

汀木衷 1899.3 岡村司 1904.4 教員

天野為之 1899. 3 勝本勘三郎 1904.4 教員

阪谷芳郎 1899.3 高野岩三郎 1904. 5 

戸水寛人 1899. 3 加藤正治 1904. 5 教員

1寺尾亨 ! 1899. 3 教員 1桑田熊蔵 1904.5 I 

大
学
史
紀
要
第
24
号

l教員
岡野敬次郎， 1899.3 

j 松崎蔵之助 1899, 3 I立作太郎 1905.4 教員

高橋作衛 1900. 2 I教員 1秋山雅之助 1905. 4 教員

有賀長雄 1900. 2 教員 加藤弘之 1905.5 

高田早苗 1901. 6 岸本辰雄 1905. 5 創立者？教員

高木豊三 1901. 6 教員 福田徳三 1905. 5 

中村進午 1901. 6 教員 清水澄 1905.5 教員

松波仁一郎 1901. 6 教員 山崎覚次郎 1905. 5 教員

岡田朝太郎,1901. 6 教員 石渡敏一 1905. 5 教員

I巌谷孫蔵 11901. 6 '教員 小河滋次郎 1906.8 

井上密 1901. 6 I教員 新渡戸稲造， 1906.9 

織田萬 11901.6 毛戸勝元 1906. 9 

岡松参太郎 1901. 6 教員 跡部定次郎 1906. 9 

千賀鶴太郎 1901. 6 末広重雄 1907. 5 

高根義人 1901. 6 井上辰九郎 1907.6 

田島錦治・ 1901. 6 山脇玄 1907.6 

仁井田益太郎 1901. 6 教員 都筑馨六 1907. 6 

仁保亀松 1901. 6 教員 平沼麒一郎 1907.6 

春木一郎 1901. 6 小林丑口郎 1907.6 教員

小野塚喜平次 I1902. 7 横田国臣 1907. 6 

~I 
中川孝太郎/1904. 11 教員 -------, 

教貝

1903. 1 道嘉
竺
層

ー教員
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明治大学における学位授与の歴史と博士学位授与件数（阿部）

氏名 取得年月 明治大学との関わり 氏名 取得年月 明治大学との関わり

磯部四郎 1907. 6 教員 小山温 1909.5 教員

倉富勇三郎 1907. 6 山口弘一 1909.5 教員

村瀬春雄 1907. 6 教員 斎藤十一郎 1909. 5 教員

前田孝階 1907. 6 教員 塩澤昌貞 1909. 5 

川名兼四郎 1907.8 教員 雉本朗造 1909. 7 

矢作栄蔵 1907.8 豊島直通 1910. 11 

河津退 1907.8 教員 松井茂 1910. 11 教員

戸田海市 1907. 11 田中穂積 1910. 11 

中島玉吉 1907. 11 松本蒸治 1910. 11 

粟津清亮 1907. 11 教員 古賀廉造 1910. 11 教員

遠藤源六 1908. 1 教員 岸清一 1910. 11 

長岡春一 1908.3 松岡均平 1910. 11 

水町袈裟六 1908.3 中田薫 1910. 11 

副島義一・ 1908.3 教員 鈴木喜三郎 1910. 11 

横田秀雄 1908.3 教員、学長（総長） 高岡熊雄 1910. 11 

浮田和民 1908. 3 青木徹二 1910. 11 教員

士子金四郎 1908. 3 渡辺廉吉 1910. 11 

平田東助 1908. 3 関一 1910. 11 教員

花房直三郎 1908. 3 堀江帰一 1910. 11 

鵜沢総明 1908.3 教員、総長 上杉慎吉 1910. 11 教員

石坂音四郎 1908. 7 市村光恵 1910. 11 

神戸正雄 1908. 1 野村淳治 1910. 11 教員

井上友一 1909.5 佐野善作 1911. 7 教員

花井卓蔵 1909.5 

（出典） 『学位録』（文部省専門学務局、 1935年）
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第 4表 1898年改正学位令に基づく博士学位授与件数

1 件 数 j 全体比

法 学 222 10. 8% 

薬学 36 1. 8% 

工学 387 18. 9% 

文学 197 9. 6% 

理学 182 8. 9% 

農学 114 5.6% 

林学 39 1. 9% 

医 呂
子— 844 41. 2% 

名
の
氏
名
が
あ
る
）

大
学
史
紀
要
第
2
4
号

獣医学

計

（出典） ［ r学位録』（文部省専門学務局、 1935年）をもと

に箪者作成

26 1. 3% 

本
項
の
最
後
に
、
こ
の
一
八
九
八
年
改
正
学
位
令
に
甚
づ
く
全
博
士
学
位
の
件
数
に
つ
い
て
第
4
表
を
見
て
お
こ
う
。
法
学
博
士
の
割

合
は
、
全
博
士
学
位
件
数
の
お
よ
そ
一
割
で
あ
る
。
最
多
は
医
学
博
士
で
全
体
の
四
割
強
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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明
治
大
学
に
お
け
る
学
位
授
与
の
歴
史
と
博
士
学
位
授
与
件
数
Q
（阿部）

第
七
条

第
五
条

学
部
教
員
会
ハ
前
条
ノ
論
文
審
裔
二
付
其
ノ
提
出
者
二
対
シ
試
問
ヲ
行
フ
コ
ト
ヲ
得

大
学
二
於
テ
学
位
授
与
ノ
認
可
ヲ
申
請
ス
ル
ト
キ
ハ
論
文
及
其
ノ
審
査
ノ
要
旨
ヲ
添
附
ス
ヘ
シ

学
位
ヲ
授
与
セ
ラ
レ
タ
ル
者
ハ
授
与
ノ
日
ヨ
リ
六
月
内
二
其
ノ
提
出
二
係
ル
論
文
ヲ
印
刷
公
表
ス
ヘ
シ
但
シ
学
位
授
与
前

第
六
条

ル
者
ト
ス

第
三
条

学
位
ヲ
授
与
セ
ラ
ル
ヘ
キ
者
ハ
大
学
学
部
研
究
科
二
於
テ
ニ
年
以
上
研
究
二
従
事
シ
論
文
ヲ
提
出
シ
テ
学
部
教
員
会
ノ
審

査
二
合
格
シ
タ
ル
者
又
ハ
論
文
ヲ
提
出
シ
テ
学
位
ヲ
請
求
シ
学
部
教
員
会
二
於
テ
之
卜
同
等
以
上
ノ
学
カ
ア
リ
ト
認
メ
タ

第
四
条

博
士
ノ
種
類
ハ
大
学
二
於
テ
之
ヲ
定
メ
文
部
大
臣
ノ
認
可
ヲ
受
ク
ヘ
シ

第
―
一
条
学
位
ハ
大
学
二
於
テ
文
部
大
臣
ノ
認
可
ヲ
経
テ
之
ヲ
授
与
ス

第
一
条
学
位
ハ
博
士
ト
ス

学
位
令
（
大
正
九
年
七
月
六
日
勅
令
第
二
百
号
）

一
九
―

-
0年
改
正
学
位
令
の
条
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
の
大
学
令
公
布
と
、

治
大
学
の
場
合
、

一
九
二

0
(大
正
九
）
年
の
学
位
令
改
正
は
学
位
の
歴
史
か
ら
み
れ
ば
ひ
と
つ
の
画
期
で

あ
っ
た
。
ま
ず
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
―
二
月
公
布
の
大
学
令
は
、
従
来
の
国
立
だ
け
で
は
な
く
公
立
と
私
立
の
大
学
を
認
め
た
。
明

一
九
二

O
（
大
正
九
）
年
―
―
月
に
文
部
省
よ
り
旧
制
大
学
の
設
置
認
可
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
旧
制
大
学
発
足
と
学
位

令
改
正
に
よ
り
、
明
治
大
学
に
お
い
て
学
位
授
与
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

明
治
大
学
に
お
け
る
学
位
授
与
の
は
じ
ま
り
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既
二
印
刷
公
表
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ト
キ
又
ハ
文
部
大
臣
二
於
テ
其
ノ
印
刷
公
表
ヲ
相
当
ナ
ラ
ス
ト
認
メ
タ
ル
モ
ノ
ナ

学
部
教
員
会
二
於
ケ
ル
論
文
審
査
ノ
手
続
其
ノ
他
学
位
二
関
ス
ル
規
程
ハ
大
学
二
於
テ
之
ヲ
定
メ
文
部
大
臣
ノ
認
可
ヲ
受

学
位
ヲ
有
ス
ル
者
其
ノ
栄
誉
ヲ
汚
辱
ス
ル
行
為
ア
ル
ト
キ
ハ
大
学
二
於
テ
学
位
二
関
ス
ル
規
程
二
依
リ
文
部
大
臣
ノ
認
可

ヲ
経
テ
学
位
ノ
授
与
ヲ
取
消
ス
コ
ト
ヲ
得

明
治
三
十
一
年
勅
令
第
三
百
四
十
四
号
学
位
令
及
博
士
会
規
則
ハ
之
ヲ
廃
止
ス
但
シ

iB
令
二
依
リ
授
与
シ
タ
ル
学
位
ハ
勅
其
ノ
効
力

本
令
施
行
前
論
文
ヲ
提
出
シ
テ
学
位
ヲ
請
求
シ
タ
ル
者
二
対
シ
テ
ハ

iB令
二
依
リ
学
位
ヲ
授
与
ス

旧
令
二
依
ル
学
位
ヲ
有
ス
ル
者
其
ノ
栄
誉
ヲ
汚
辱
ス
ル
行
為
ア
ル
ト
キ
ハ
文
部
大
臣
其
ノ
学
位
ヲ
禍
奪
ス

こ
の
一
九

i-O
（
大
正
九
）
年
改
正
学
位
令
で
は
、
学
位
の
授
与
権
者
が
、
文
部
大
臣
の
認
可
は
必
要
で
あ
る
も
の
の
、
文
部
大
臣
か

ら
大
学
に
変
更
さ
れ
た
（
第
―
一
条
）
。
）

査
の
手
続
き
等
（
第
九
条
）
は
、
大
学
に
お
い
て
定
め
る
こ
と
も
明
記
さ
れ
た
。
学
位
取
得
資
格
は
「
大
学
学
部
研
究
科
」

ヲ
有
ス

や
は
り
文
部
大
臣
の
許
可
は
必
要
で
あ
る
も
の
の
、
法
学
等
の
学
位
の
種
類
（
第
二
条
）
や
学
位
審

本
令
ハ
公
布
ノ
日
ヨ
リ
之
ヲ
施
行
ス

（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
官
報
」
第
一
一
三
七
八
号
）

附
則

第
十
条

ク
ヘ
シ

第
九
条

第
八
条
大
学
ハ
論
文
ノ
審
壺
二
付
手
数
料
ヲ
徴
収
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

ル
ト
キ
ハ
此
ノ
限
二
在
ラ
ス

大
学
史
紀
要
第
24
号

で
―
一
年
以
上
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明
治
大
学
に
お
け
る
学
位
授
与
の
歴
史
と
博
士
学
位
授
与
件
数
（
阿
部
）

で
の
累
計
で
は
帝
国
大
学
の
件
数
が
多
く
な
る

欠
こ

、i
i
,
＇u

る
と
認
め
ら
れ
た
も
の
の
．
涸
心
り
に
棺
理
さ
れ
た
（
第
四
条
）
。
今

11
の
閲
十
学
位
を
め
ぐ
る
環
境
に
近
づ
い
た
と
い
え
よ
う
。

旧
制
明
治
大
学
の
設
憐
学
部
は
、
当
初
は
法
学
部
・
廂
学
部
の
．
一
学
部
で
、

れ
た
。

っ
た
。

「
学
部
教
員
会
」
に
お
い
て
研
究
科
で
学
ん
だ
も
の
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ

．
几
一
パ
i

（大
JL-
四
）
年
に
政
治
舒
済
学
部
が
増
設
さ

旧
制
明
治
大
学
が
授
与
し
た
最
初
の
学
位
は
、
当
時
法
学
部
教
授
で
あ
っ
た
松
本
重
敏
（
論
文
一
忠
君
論
」
）
に
対
す
る
も
の
で
あ

さ
ら
に
松
本
は
、
管
見
の
限
り
、
明
治
法
律
学
校
・
明
治
大
学
の
卒
業
生
で
最
初
の
学
位
取
得
者
で
あ
っ
た
。
明
治
大
学
史
資
料

セ
ン
タ
ー
所
蔵
「
学
位
名
簿
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
学
位
授
与
者
の
氏
名
・
学
位
の
種
類
・
授
与
年
・
論
文
名
は
第
5
表
の
と
お
り
て
あ

る
。
学
位
取
得
者
の
多
く
は
明
治
大
学
で
教
鞭
を
執
る
教
員
で
あ
り
、

そ
の
う
ち
数
名
は
財
団
法
人
明
治
大
学
の
役
員
を
務
め
大
学
経
営

に
も
参
画
し
た
。
さ
ら
に
松
本
重
敏
、
水
口
吉
蔵
、
大
谷
美
隆
、
松
岡
熊
三
郎
、
春
日
井
薫
、
近
藤
民
雄
、
小
島
憲
、
佐
々
木
吉
郎
、
島

田
正
郎
ら
、
明
治
法
律
学
校
・
明
治
大
学
出
身
が
多
い
の
も
特
徴
で
あ
る
。
趙
欣
伯
は
中
国
人
留
学
生
、
葉
清
耀
は
台
湾
人
留
学
生
で
あ

る。
i

来
は
絲
等
文
官
司
法
科
試
験
に
合
格
し
弁
布

oxtと
な
り
、

(18) 

台
湾
人
初
の
快
挙
で
あ
っ
た
（
）

さ
ら
に
法
学
博
卜
と
な
っ
た
。
古
回
文
試
験
合
格
、
学
位
取
得
の
い
ず
れ
も

一九―

-
0年
改
正
学
位
令
に
甚
つ
く
当
初
の
博
士
学
位
授
与
の
動
向
に
つ
い
て
、
法
学
博
士
と
商
学
博
士
に
限
っ
て
、
他
大
学

の
例
と
あ
わ
せ
て
確
認
し
て
お
こ
う
。
第
6
表
は
法
学
博
士
の
一
覧
で
あ
る
が
、
ま
ず
目
に
つ
く
の
は
適
用
の
第
一
号
が
松
本
璽
敏
で
あ

っ
た
点
で
あ
る
（
保
学
や
廂
学
な
と
ほ
か
の
博
l
学
位
の
授
り
は
法
学
に
先
行
し
て
い
る
）
。
ま
た
、
多
く
の
学
位
取
得
者
が
自
身
の
出
身
校
か

ら
学
位
を
取
得
し
て
い
る
こ
と
も
特
徴
的
て
あ
ろ
う
。
そ
の
点
、

明
治
法
律
学
校
出
身
で
、

か
つ
明
治
大
学
で
教
鞭
を
執
り
な
が
ら
東
京

帝
国
大
学
か
ら
学
伶
を
取
得
し
た
尾
付
竹
猛
に
つ
い
て
は
畏
例
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
当
初
の
一
石
名
の
う
ち
明
治
大
学
が
授
与
し

た
件
数
は
ム
件
て
あ
る
か
、
第
6
表
に
示
し
た
範
囲
て
は
特
定
大
学
に

fl数
が
偏
っ
て
い
な
い
こ
と
も
読
み
取
れ
る
（
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ま

研
究
活
動
に
従
事
し
た
も
の
、
ま
た
は
論
文
を
提
出
し
て
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第 5表 「学位名簿」掲載の明治大学博士学位授与者一覧 大

竺｛立番号l氏名 種類授与年＇ 論 文 名
学
史
紀

I 
1 松本重敏 1法博I]922 忠n論

要

L: 水口吉蔵 法博 192:l 陸J:物品迎送法論 第
24 

i岡田庄作 法博 1924 錯誤論 号

,1 猪股棋清 法博 I)924 株式会社本＇員論

;:, 田中貢 廂博 1925 労（炒問雑に対する人格政策

6 趙欣伯 法博 1925 刑法過失論

し8， 
内田勝司 商博 I1929 外国為替理論

_ー__7 ］ 菓清耀 法博 1932 刑法同意論-, 
西村文太郎，経博 1932 経済学の歴史性

10 太田黒敏男商博 193:Z 北米合衆国に於ける鉄道の発逹統制及び影照を論ず

II ，大谷美隆 法博 1932 失跡法論

21 

森山武市郎 法博 1932 労働

瀬戸弥三次 商博 1936 共同

松岡熊三郎 法博 1939 商業
--

春日井薫 商樽 1940 英国

関未代策 経博 1942 束汗

近藤民雄 法博 1944 戦時

坂本英雄 法博 1944 イヽ・作

村上秀三郎 法博 1941 商号及

川孤清吉 法博 1946 民1咋i

赤神良譲 政博 194fi 出I叩＂七 H・

の机本問題
--

損制m:基本論

1J人法理論

怜ける兌換

想と仏闇西経済学

険契約論
--

犯曲

2
2
-
2
3
2
4
2
5
 

ー
一
―

28 

I 

29 

L 
32 

.. -

（：」」典）

商号楕論

任屈定の研究

産主義時代の実証的研究

躙繁 法博 1"47. I訴法の知＾礎理論 --j 
小島憲 1経博 1948 T道の経済観と社会施設並に之れに関連する若 FO)研究

旦；；；；：こ=~:::争:;,::~:;~
竺ー 中瀬勝太郎商博 1950 徳川幕府の会計検査制度の研究

27 佐々木吉郎商博 1950. 私経済えの道

瓢］〗［三□ニ
西野喜代作 9経博 1951 明治維新前後に於ける資本家に関する若：r1:1竺四竺

印南博吉 繭団 1955I保険オー咋質，；命の再吟味 _ _J  
大学史資料センター所蔵「学位名荊J(No. 2626) 

30 

:31 
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明
治
大
学
に
お
け
る
学
位
授
与
の
歴
史
と
博
士
学
位
授
与
件
数
（
阿
部
）

第 6表 1920年改正学位令における当初の法学博士取得者一覧

氏 名 授与大学 取得年月 出 身 校

松本重敏
＇ 

有馬忠三郎

稲田周之助

明治大学 1922.4 明治法律学校

京都帝国大学 1922. 7 京都帝国大学

中央大学 1922. 9 東京法学院

水口吉蔵 明治大学 1923.5 明治法律学校

占部百太郎 慶應義塾大学 1923.5 慶應義塾大学

三浦義道 中央大学 1924. 3 東京帝国大学

岡田庄作 明治大学 1924.4 明治法律学校

猪俣棋清 明治大学 1924.8 明治法律学校

川手忠義 I 中央大学 192:'i. 1 東京法学院

趙欣伯 明治大学 1925. 1 明治大学

遊佐慶夫 早稲田大学 1925. 11 早稲田専門部

斎藤常三郎 京都帝国大学 1926.4 京都大学

板倉卓造 東京帝国大学 1926.5 慶應義塾大学

西本辰之助 慶應義塾大学 1926. 7 慶應義塾大学

大川周明 東京帝国大学 1926. 8 東京帝国大学

森口緊治 京都帝国大学 1926. 12 京都帝国大学

， 和田禎純 東京帝国大学 1927. 7 金沢医専予備校 ， 

杉村陽太郎 東京帝国大学 ＇ 1927. 7 東京帝国大学

I ， 武田宜英 関西大学 1928. 1 関西法律学校、和仏法律学校

勝本正晃 東京帝国大学 1928.3 東京帝国大学

田村徳治 京都帝国大学 1928. 6 京都帝国大学

入江真太郎 中央大学 1928. 7 東京帝国大学

工藤武重 中央大学 i928. 7 東京法学校

尾佐竹猛 東京帝国大学 1928. 8 明治法律学校

（出典） 『学位録』（文部省専門学務局、 1935年）
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第 7表 1920年改正学位令における当初の商学博士取得者一覧

氏名 授与大学 取得年月 出 身 校

藤本幸太郎 東京商科大学 1921. 1 東京高等商業学校

石川文吾 東京商科大学 1922. 6 東京高等商業学校

田中貢 明治大学 1925. 5 東京帝国大学

I 下野直太郎 東京商科大学 1923.5 東京高等商業学校

内田勝司 I 明治大学 ： 1929.6 明治大学

北沢新次郎 早稲田大学 1931. 6 早稲田大学

小林行昌 早稲田大学 1931. 6 東京高等商業学校

太田黒敏男 明治大学 1932. 9 明治大学

松崎寿 I 東京商科大学 1 1932. 12 i 東京高等商業学校

末高信 早稲田大学 1933.4 早稲田大学

大
学
史
紀
要
第
24
号

（出典） 『学位録』（文部省専門学務局、 1935年）

0)
年
三
月
現
在
で
一
〇
学
部
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

一
九
五
〇

（
平
成
二
五
）
年
に
総
合
数
理
学
部
を
設
置
し
、

二
0
一
八
（
平
成

学
部
、

二
0
0
八
（
平
成
二

O
)
年
に
国
際
日
本
学
部

学
部
、

二
0
0
四
（
平
成
一
六
）
年
に
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

学
部
の
六
学
部
で
あ
っ
た
が
、

一
九
五
三
（
昭
和
―
―
八
）
年
に
経
営

部
は
法
学
部
・
商
学
部
・
政
治
経
済
学
部
・
文
学
部
・
エ
学
部
・
農

月
公
布
）
に
基
づ
く
新
制
明
治
大
学
が
発
足
し
た
（
）
当
初
の
設
樅
学

新
制
明
治
大
学
に
お
け
る
学
位

る
と
「
商
科
の
明
治
」
と
評
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
る
な
ど
、
商
学

学
は
法
学
部
で
ス
タ
ー
ト
し
た
大
学
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
初
年
に
な

が
わ
か
る
。
残
り
が
明
治
大
学
と
早
稲
田
大
学
で
あ
っ
た
。
明
治
大

を
見
れ
ば
東
京
商
科
大
学
関
係
者
が
ほ
ぼ
半
数
を
占
め
て
い
る
こ
と

部
の
社
会
的
評
価
が
上
昇
し
た
。
こ
の
傾
向
は
戦
後
も
続
い
て
い
る
。

一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
四
月
、
学
校
教
育
法
（
一
九
四
七
年
―
二

―-
0
一
三

い
の
で
当
初
の
一

0
名
の
み
示
し
て
い
る
が
、
授
与
大
学
・
出
身
校

商
学
博
士
は
第
7
表
で
示
し
た
。
商
学
博
士
の
件
数
自
体
が
少
な
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明
治
大
学
に
お
け
る
学
位
授
与
の
歴
史
と
博
士
学
位
授
与
件
数
（
阿
部
）

第
五
条

（
博
士
の
学
位
授
与
の
要
件
）

（
中
略
）

第
三
条

（
博
士
）

博
士
の
学
位
は
、
独
創
的
研
究
に
よ
っ
て
新
領
域
を
開
拓
し
、
学
術
水
準
を
高
め
文
化
の
進
展
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、

専
攻
の
学
問
分
野
に
つ
い
て
研
究
を
指
導
す
る
能
力
を
有
す
る
者
に
授
与
す
る
も
の
と
す
る
。

左
の
番
号
に
該
当
す
る
者
に
は
、
博
士
の
学
位
を
授
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

3

修
士
の
種
類
は
、
別
表
の
通
り
と
す
る

2

博
士
の
種
類
は
、
別
に
定
め
る
。

第
二
条
学
位
は
、
博
士
及
び
修
士
と
す
る
。

（
学
位

第
一
条 学

位
規
則

（
昭
和
―
一
五
）
年
か
ら
―

1
0
0
六
（
平
成
一
八
年
）
ま
で
、
明
治
大
学
短
期
大
学
が
設
置
さ
れ
て
い
た
(
)

戦
後
の
教
育
制
度
改
革
に
よ
り
学
位
を
め
ぐ
る
法
令
も
改
め
ら
れ
、
前
記
の
学
校
教
育
法
に
基
づ
い
て
、

四
月
に
学
位
規
則
が
公
布
さ
れ
た
（
〉
ま
ず
、

（
趣
旨
）

そ
の
条
文
を
確
認
し
よ
う
。

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
六
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
大
学
院
を
置
く
大
学
（
以
下
単
に

一
大
学
」
と
い
う
。
）
が
授
与
す
る
学
位
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
九
五
―
―
-
（
昭
和
二
八
）
年
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（
後
略
）

第
十
一
条

五
論
文
審
杏
及
び
試
験
を
担
当
し
た
機
関
に
関
す
る
事
項

四
（
報
告
）

（
中
略
） 2

 
第
五
条
第
一
項
又
は
第
一
一
条
の
い
す
れ
の
規
定
に
よ
る
か
の
別

大
学
院
に
四
年
以
上
在
学
し
て
所
定
の
単
位
を
修
得
し
た
こ
と
。

当
該
大
学
院
の
行
う
博
士
論
文
の
審
査
及
び
試
験
に
合
格
し
た
こ
と
。

博
士
の
学
位
は
、
大
学
院
の
行
う
博
士
論
文
の
審
査
及
び
試
験
に
合
格
し
、
且
つ
、
前
項
第
一
号
に
該
当
す
る
者
と
同
等
以

上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
者
に
も
授
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

大
学
は
、
博
士
の
学
位
を
授
与
し
た
と
き
は
、
当
該
博
士
の
学
位
を
授
与
し
た
日
か
ら
一
月
以
内
に
、
左
に
掲
げ
る
事
項

を
記
載
し
た
書
類
に
、
当
該
博
士
論
文
及
び
授
与
を
受
け
た
者
の
氏
名
、
本
籍
、
現
住
所
、
生
年
月
日
、
最
終
卒
業
学
校

名
そ
の
他
の
必
要
事
項
を
記
載
し
た
履
歴
書
を
添
え
て
、
文
部
大
臣
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

授
与
し
た
博
士
の
学
位
の
種
類

授
与
し
た
年
月
日

論
文
審
査
及
び
試
験
の
結
果
の
要
旨

（
学
位
規
定
）

大
学
は
、
学
位
に
関
す
る
事
項
を
処
理
す
る
た
め
、
当
該
大
学
に
お
い
て
授
与
す
る
学
位
の
種
類
、
論
文
審
査
及
び
試

験
の
方
法
そ
の
他
学
位
に
関
し
必
嬰
な
事
項
を
定
め
て
文
部
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

v

第
十
条

大
学
史
紀
要
第
2
4
号
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明
治
大
学
に
お
け
る
学
位
授
与
の
歴
史
と
博
士
学
位
授
与
件
数
（
阿
部
）

公
布
時
に
修
士
が

一
九
九

―1
0
0
三
（
平
成
一
五
）
年
の
改
正
に

（
参
考
）
学
校
教
育
法

学
位
規
定
は
、

（
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
、
請
求
番
号
平
1
文
部
0
1
2
2
8
1
0
0

[
制
定
〕
」
）

大
学
院
を
置
く
大
学
は
、
監
督
庁
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
博
士
そ
の
他
の
学
位
を
授
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

博
士
そ
の
他
の
学
位
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
に
つ
い
て
は
、
監
督
庁
は
、
大
学
設
置
委
員
会
に
諮
問
し
な
け
れ
ば

（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
官
報
」
第
六

0
六
一
号
）

そ
れ
ま
で
博
士
の
み
で
あ
っ
た
学
位
に
修
士
を
加
え
た
二
段
階
と
し
た
（
第
二
条
）
。
博
士
学
位
取
得
資
格
は
、
大
学
院

に
四
年
在
学
(
-
九
五
六
年
に
五
年
と
改
正
さ
れ
る
）
・
単
位
修
得
・
論
文
審
査
と
試
験
へ
の
合
格
、
ま
た
は
論
文
審
査
と
試
験
に
合
格
し
前

者
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
た
も
の
の
二
通
り
で
あ
っ
た
（
第
五
条
）
。
そ
れ
以
前
、
文
部
大
臣
の
認
可
が
必
要
で
あ
っ

た
学
位
授
与
に
つ
い
て
は
事
後
報
告
と
な
り
（
第
一
〇
条
）
、
あ
わ
せ
て
大
学
独
自
の
学
位
に
関
す
る
規
程
に
つ
い
て
も
文
部
省
に
報
告
す

る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
（
第
一

（
後
略
）

第
六
十
八
条

（
前
略
）

な
ら
な
い
。

一
条
）
。
こ
の
認
可
か
ら
報
告
へ
の
改
正
は
、
大
学
自
治
の
拡
大
と
評
価
し
て
い
い
だ
ろ
う
。

周
知
の
よ
う
に
、
学
校
教
育
法
と
学
位
規
則
は
幾
度
か
の
改
正
を
重
ね
て
い
る
。
学
位
を
め
ぐ
る
改
正
に
限
っ
て
も
、
ま
ず
学
位
規
則

（
平
成
三
）
年
の
学
校
教
育
法
・
学
位
規
則
改
正
に
よ
り
学
士
が
、

「
学
位
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
案
）
に
つ
い
て
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る。 授
与
件
数
を
統
計
処
理
し
、
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

が
授
与
し
た
博
士
学
位
の
件
数
は
、
管
見
の
限
り
、

ふ
ま
え
、
博
士
学
位
の
み
に
注
目
し
た
い
。

の
五
種
に
増
加
し
、

一
九
六

0
年
代
後

（
平
成
ニ
―
二
）
年
三
月
ま
で
に
、
明
治
大
学

よ
り
＿
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
学
位
」
（
い
わ
ゆ
る
専
門
職
学
位
）
が
、

に
加
え
ら
れ
た
こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
学
士
と
短
期
大
学
士
に
つ
い
て
は
、
学
位
と
な
る
以
前
か
ら
称
号
と
し
て
一

般
化
し
て
い
る
。
以
上
か
ら
、
学
位
の
種
類
が
博
士
の
み
か
ら
博
士
・
修
士
・
学
士
・
「
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
学
位
」
・
短
期
大
学
士

そ
の
授
与
件
数
は
、
例
え
ば
学
士
は
四
年
制
大
学
の
卒
業
生
全
て
に
授
与
さ
れ
る
学
位
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
飛
躍
的

に
増
加
し
た
。
し
か
し
、
以
下
の
行
論
で
は
、
戦
前
ま
で
と
の
継
続
性
、
あ
る
い
は
一
般
的
な
権
威
、
取
得
に
か
か
か
る
修
学
期
間
等
を

明
治
大
学
が
学
位
を
授
与
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
一
九
―

-O
（
大
正
九
）
年
か
ら
―

IOI

―
―
五

0
件
（
旧
制
七
一
件
、
新
制
一
（
＇
）
七
九
件
）
で
あ
る
。
管
見
の
限
り
と
断
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
学
籍
簿
に
あ
た
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
根
拠
と
し
た
調
壺
資
料
は
、
大
学
史
資

料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の
「
学
位
名
簿
」
(
-
九
二

0
年
か
ら
一
九
五
五
年
ま
で
の
学
位
取
得
者
名
簿
）
、
誌
名
は
改
変
し
て
い
る
が
毎
年
度
の
い
わ

ゆ
る
大
学
広
報
誌
、
国
会
図
書
館
の
所
蔵
、
明
治
大
学
図
書
館
の
所
蔵
で
あ
る
こ
と
を
断
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
以
下
で
は
、

明
治
大
学
に
お
け
る
課
程
博
士
・
論
文
博
士
別
の
授
与
件
数
の
推
移
が
第
8
表
で
あ
る
(
)
こ
こ
で
は
、
前
掲
の
一
九
五
―
―
-
（
昭
和
―
―
八
）

年
学
位
規
定
以
降
の
課
程
博
士
以
外
は
、
そ
の
実
態
に
即
し
て
論
文
博
士
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
る
。
厳
密
に
い
え
ば
、

旧
制
と
新
制

で
法
制
が
異
な
っ
て
い
る
が
、
第
8
表
は
現
在
で
い
う
大
学
院
の
課
程
（
卒
業
）
と
リ
ン
ク
し
た
制
度
と
、
研
究
業
績
で
評
価
す
る
制
度

を
二
分
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
作
成
し
た
た
め
、
こ
の
よ
う
に
分
け
て
い
る
。
ま
た
、
第
8
表
を
グ
ラ
フ
化
し
た
も
の
が
第
1
図
で
あ

第
8
表
・
第
1
図
か
ら
見
え
て
く
る
明
治
大
学
が
授
与
し
た
博
士
学
位
件
数
は
、

大
学
史
紀
要
第
24
号

し
ば
ら
く
は
年
数
件
で
推
移
し
、

二
0
0五
（
平
成
一
七
）
年
の
改
正
に
よ
り
短
期
大
学
士
が
学
位
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明
治
大
学
に
お
け
る
学
位
授
与
の
歴
史
と
博
士
学
位
授
与
件
数
（
阿
部
）

第 8表 明治大学における課程・ 論文別の博士学位授与件数

年 課程 論文 計 年 課程 論文 計 年 課程 論文 計

1922 

゜
1 1 1952 

゜゜
0 1982 4 5 ， 

1923 

゜
1 1 1953 

゜゜
0 1983 7 ， 16 

1924 

゜
2 2 1954 

゜゜
0 1984 2 4 6 

1925 

゜
2 2 1955 

゜
1 1 1985 4 7 11 

1926 

゜゜
0 1956 

゜
1 1 1986 1 ， 10 

1927 

゜゜
0 1957 

゜゜
0 1987 6 5 11 

1928 

゜゜
0 1958 

゜
2 2 1988 2 12 14 

1929 

゜
1 1 1959 

゜
2 2 1989 6 13 19 

1930 

゜゜
0 1960 1 2 3 1990 1 10 11 

1931 

゜゜
0 1961 1 2 3 1991 5 7 12 

1932 

゜
5 5 1962 1 31 32 1992 4 13 17 

1933 

゜゜
0 1963 4 4 8 1993 5 8 13 

1934 

゜゜
0 1964 1 1 2 1994 10 11 21 

1935 

゜゜
0 1965 2 2 4 1995 12 25 37 

1936 

゜
1 1 1966 6 7 13 1996 12 18 30 

1937 

゜゜
0 1967 5 2 7 1997 8 20 28 

1938 

゜゜
0 1968 6 6 12 1998 8 18 26 

1939 

゜
1 1 1969 8 2 10 1999 8 15 23 

1940 

゜
1 1 1970 4 4 8 2000 23 14 37 

1941 

゜゜
0 1971 5 1 6 2001 18 18 36 

1942 

゜
1 1 1972 12 6 18 2002 17 25 42 

1943 

゜゜
0 1973 6 4 10 2003 21 14 35 

1944 

゜
3 3 1974 4 1 5 2004 28 24 52 

1945 

゜゜
0 1975 8 6 14 2005 32 19 51 

1946 

゜
2 2 1976 2 11 13 2006 43 15 58 

1947 

゜
2 2 1977 2 10 12 2007 41 14 55 

1948 

゜
1 1 1978 4 5 9 2008 44 13 57 

1949 

゜
1 1 1979 6 6 12 2009 49 10 59 

1950 

゜
2 2 1980 4 4 8 2010 47 12 59 

1951 

゜
4 4 1981 2 4 6 2011 32 11 43 

計 594 556 1150 

（注） 旧制下の博士学位は、その実態に即し、論文でカウントした。
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1936 
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1950 沸
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1966 舒
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明
治
大
学
に
お
け
る
学
位
授
与
の
歴
史
と
博
士
学
位
授
与
件
数
（
阿
部
）

学
部
と
商
学
部
の
二
学
部
体
制
、

一
九
五
三
年
設
置
の
経
営
学
部
を
甚
礎
と
す
る
経
営
学
に

一
九
九

0
年
前
後
か
ら
増
加
傾
向
と
な
り
、
ニ
―
世
紀
に
な
っ
て
課
程
博
士
授
与

件
数
の
増
加
と
と
も
に
全
体
の
授
与
件
数
が
顕
著
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
全
体
動
向
と
し
て
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、

一
九
六
一
年
度
が
旧
制
明
治
大
学
最
終
年
度
に
あ
た
る
こ
と
に
伴
う
「
博
士
号
請
求
ブ
ー

（
昭
和
三
七
）
年
に
一
―
―
―
―
件
の
取
得
が
あ
る
の
は
、

(19) 
ム
」
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
―
二
世
紀
を
迎
え
て
か
ら
の
課
程
博
士
授
与
件
数
の
急
増
の
背
景
に
は
、
明
治
大
学
が
積
極
的
に
課
程
博

士
を
授
与
す
る
教
育
を
試
み
て
い
る
こ
と
、
ま
た
博
士
学
位
が
研
究
職
に
就
く
た
め
の
ラ
イ
セ
ン
ス
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
に
、

次
に
、
明
治
大
学
に
お
け
る
専
攻
別
の
博
士
学
位
授
与
件
数
の
推
移
が
第
9
表
で
あ
る
。
博
士
学
位
を
授
与
す
る
分
野
は
、
当
然
で
あ

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
明
治
大
学
の
設
置
学
部
、
お
よ
び
明
治
大
学
大
学
院
の
設
置
研
究
科
と
リ
ン
ク
す
る
。

一九―

-
0年
）
に
あ
っ
て
は
法
学
博
士
と
商
学
博
士
、
政
治
経
済
学
設
置
(
-
九
二
五
年
）
以
降
に
経
済
学

博
士
と
政
治
学
博
士
が
現
れ
て
く
る
。
新
制
大
学
発
足
後
に
、
新
た
に
文
学
博
士
、

工
学
博
士
、
経
営
学
博
士
、
農
学
博
士
、
史
学
博
士

（
学
部
で
い
え
は
文
学
部
）
、
理
学
博
士
(
-
九
九
0
年
に
工
学
部
を
理
工
学
部
に
改
組
）
、
地
理
学
博
士
（
学
部
で
い
え
ば
文
学
部
）
、
学
術
博
士

一
九
九
一
年
か
ら
、
博
士

(
O学
）
と
表
記
す
る
）
。
専
攻
別
の
累
計
で
最
多
は
工
学
の
三
五
四
件
、

つ
い
で
商
学
が
一
七
六
件
、
法
学
が
一
三
一
件
、
経
営
学
が
一
一
四
件
と
続
く
。
工
学
は
、

学
・
政
治
学
を
凌
ぐ
累
計
件
数
で
あ
る
。

工
学
は
、
授
与
の
あ
る
年
の
ほ
と
ん
ど
で
全
専
攻
科
一
番
の
授
与
件
数
で
あ
る
。

旧
制
明
治
大
学
以
来
の
法
学
・
商
学
・
経
済

一
九
九
四
年
か
ら
は
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
一

0
名
以
上
と
な
っ
て
い
る
。
法
学
は
、
明
治
大
学
の
前
身
•
明
治
法
律
学
校
(
-
八
八
一
年
開

校
）
以
来
の
伝
統
を
持
つ
法
学
部
を
基
礎
と
す
る
が
、
法
曹
（
実
務
家
）
養
成
で
実
績
を
重
ね
る
一
方
で
博
士
学
位
の
授
与
件
数
は
一
二
位

に
止
ま
っ
て
い
る
。
近
年
も
件
数
に
大
き
な
変
化
は
な
い
た
め
、
近
い
将
来
、

（
学
部
を
問
わ
な
い
）
が
加
わ
る
（
た
だ
し

こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

半
か
ら
年
一

0
件
を
超
え
る
よ
う
な
年
が
あ
る
こ
と
、

一
九
六
六
年
以
降
は
毎
年
授
与
者
を
輩
出
し
た
が
、

っ
ま
り
、

旧
制
大
学
（
法

一
般
化
し
た

一
九
六
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第 9表 明治大学における専攻別の博士学位授与件数

年 法 商 経 政 文 工 西白 農 史 理 地理 学術 計
1922 1 1 
1923 1 1 
1924 2 2 
1925 1 1 2 
1926 i 

゜1927 ！ 

゜1928 i 

゜1929 1 ！ ！ 1 
1930 i 

゜1931 

゜1932, 3 1 1 I 
i I I 5 

1933 i 

゜1934 

゜19351 I 

゜1936 1 ： 1 

1937 

゜1938 

゜1939 1 1 
1940 1 1 
1941 

゜1942 1 1 
1943 

゜1944 3 3 
1945 

゜1946 1 1 2 

1947 1 1 2 
1948 1 1 
1949 1 1 
1950 2 2 
1951 1 2 1 4 
1952 

゜1953 

゜1954 ！ 

゜1955' 1 1 
1956 I 1 ！ 1 ； 

1957 i 

゜1958 2 
， 

i 2; 

1959 2 2 
1960 1 1 1 (1)、 3 
1961 1 1 1 3 I 

1962 21 (1) 7 3 1 32 
1963 3 i 1 2 '2 

， 
8 

1964 1 '1 2, 
I 1965 I 1 1 I 1 I 1 I I 4/ 
1966 5(1) 6 1 1 13 

大
学
史
紀
嬰
第
24
号
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明治大学における学位授与の歴史と博士学位授与件数（阿部）

1967 2 2 1 2 7 
1968 4 3 1 4 12 

1969 3 1 6 10 

1970 1 1 2 3 1 8 
1971 3 2 1 6 

1972 3 1 4(1) 1 8 1 18 

1973 2 1 1 5 1 10 

1974 1 1 1 2 5 

1975 2 2 1 ， 14 

1976 3 2 1 1 1 5 13 
1977 1 3 5 3 12 

1978 1 3 1 1 1 2 ， 
1979 3 1 5 3 12 

1980 1 6 1 8 

198li 2 ! 1 3 I 6 

1982 3 1 ;:, i 9: 
1983 3 1 1 ;) I;:, 1 16 , 

1984 1 2 3 I 6 
1985 1 2 6(1) 1 1 111 

1986 2 1 ;:, 2 ！ 10: 
1987 2 1 1 6 1(1) I 11 ; 

1988 3 1 1 1 5 1 2 I 14 ! 

1989 3 2 1 1 10 2 19 i 
1990 1 2 1 5 2 I 11 
1991 2 1 6 1 2 i 12 
1992 3 1 8 '1 2(1) 2 ； 17 

1993 1 :i (1) 2 3 2 i 13 
1994 3(1) , 13 2 3(1) 

， 
21 

1995 4 2 1 il9 ::, I 3 3(1) 37 
1996 2 3 1(1) i 12 4 (I) 1 3 '1 3 30 
1997 4 1 2 13 2(1) 2 2 ' ' 2(1) 28 

I 1998 2 4 1 7 7(1) ;) 26 
, 1999 1 6 2 7 3 I 2 2 23 
12000 2(1) 3 1 1 18 8 I 2 1 37 
i2001 4(1) 3 3 (1) 2 13(1) 4(1)! I 4 1 (1) 1 36 
・2002 10 (2) 4 5(3) 2(1) 10 40)1 3 2 1 1 42 
12003 1 8(1) 2 3 2(1) 9(1) S 4(1) 1 35 
2004 ,g (2) 6(1) 3 3 12 5(1); 5(1) 6(2) 3(1) 52 
2005 4(1) 12(4) 3 2 i 14(1) 5(3)1 4 5(2) 1 1 Sl 
,2006 3 12 (3) 3 2(1) 3(1) 11 (2) 8(2) 10(2) 4(1) 1 I (I) 58 
2007 2(1) 8(1) 3 5 (1) I 2 (1) 13(1) 4(1) 8(3)! 8(3) 1 1 ;)-;) -

2008 8(2) 3 5 co I 3 <2) 10 12 (3) i 6 (2) i 5 (1) 3 1 1 57 
2009 2 6 3(1) 2 3(2) 18 4(2):))(4)1 7(2) 2 1 (1) 59 
2010 5 i 8(6) 4(1) 5 '6(5) 11(1) 5(1) 5(2)1 6(2) 4(1) 59 
2011 1 6(3) 2(1) 5(1) 5(1) 11 (2) 4 (2) ］ 3 3 1 (1) 1 43 

計
131 176 67 65 46 354 111 88 70 23 11 5 1150 
(5) (27) (5) (10) (14) (10) (19) (19) (14) (3) (3) (1) (130) 

（注） （ ）内は女性で内数。
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で
の
授
与
件
数
の
差
に
よ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

る
。
明
治
大
学
は
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
管
見
の
限
り

―
―
―
八
一
一
件
、
新
制
東

二
(
)

ヽ
4

-

8
 

一
年
時
占
そ

ー?
]
 

の
て
、
学
部
別
で
あ
れ
ば
文
学
部
が
第
一
一
位
と
な
る
。

欠
こ
（

ー
＇
ー

て
い
る
。

追
い
抜
か
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
事
実
、
経
営
学
博
士
の
授
与
件
数
は
―

1
0
0
0
年
頃
を
境
と
し
て
増
加
傾
向
に
あ
る
。
学
部
と
し

て
は
三
番
目
に
古
い
政
治
経
済
学
部
の
場
合
は
経
済
学
と
政
治
学
を
合
わ
せ
る
と
一
三
二
件
と
な
り
、
法
学
を
抜
い
て
第
三
位
と
な
る
。

文
学
部
も
同
様
に
文
学
・
史
学
・
地
理
学
に
分
散
さ
れ
る
が
、
合
わ
せ
て
一
―
一
七
件
と
な
っ
て
お
り
、

）
に
内
数
で
示
し
た
女
性
数
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
大
学
広
報
誌
な
ど
、
閲
覧
で
き
る
資
料
に
つ
い
て
は
手
を
尽
く

し
た
が
、
学
籍
簿
か
ら
全
員
の
性
別
を
確
認
し
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
ま
ず
断
っ
て
お
き
た
い
。
女
性
数
だ
け
で
順
位
を
と
れ
は
、
第

一
位
が
商
学
、
第
一
一
位
が
経
営
学
と
農
学
、
第
四
位
が
文
学
と
史
学
に
な
る
。
明
治
大
学
で
は
文
学
と
史
学
は
と
も
に
文
学
部
に
属
す
る

明
治
大
学
に
お
け
る
文
系
・
理
系
別
の
授
与
件
数
の
推
移
か
第
10
表
で
あ
る
。
文
・
理
系
別
の
累
積
件
数
で
は
、

は
お
お
よ
そ
六
対
四
の
割
合
で
文
系
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

え
ば
圧
倒
的
な
開
き
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
た
だ
し
、
例
え
ば
法
学
に
限
れ
ば
、

あ
る
か
ら
、

や
は
り
法
学
に
近
い
数
値
と
な
っ

本
項
の
最
後
に
、
明
治
大
学
に
お
け
る
博
士
学
位
授
与
件
数
と
の
比
較
で
、
東
京
大
学
に
お
け
る
博
士
学
位
授
与
件
数
を
紹
介
し
た

(Lu) 

い
東
京
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
は
、
旧
制
東
京
大
学
(
-
九
―
―

-
1
一
九
六
―
―
年
）

京
大
学
（
一
九
五
九
1
―
I
O
I
一
年
）
論
文
博
士
・
一
七
四
九
三
件
、
課
程
博
士
・
ニ
七
三

0
六
件
(
―

I
O
I
一
年
―
―
一
月
一
三
日
現
在
）
で
あ

―
―
五

0
件
（
旧
制
七
一
件
、
新
制
一
〇
七
九
件
）
で
あ
る
か
ら
、
件
数
で
い

明
治
大
学
は
前
掲
第

9
表
に
あ
る
よ
う
に
一

三
一
件
、
東
京
大
学
は
や
は
り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
れ
は
合
計
五
二
四
件
（
旧
制
一
五
七
件
、
課
程
博
士
二
八
六
件
、
論
文
博
士
八
一
件
）
で

そ
の
差
は
縮
小
す
る
。
第

9
表
と
東
京
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
比
べ
れ
ば
、
総
件
数
の
大
差
は
、
医
学
を
含
む
理
系
分
野

大
学
史
紀
要
第
24
号



明
治
大
学
に
お
け
る
学
位
授
与
の
歴
史
と
博
士
学
位
授
与
件
数
（
阿
部
）

第10表 明治大学における文系 理系別の博士学位授与件数

年 文系 理系 年 文系 理系 年 文系 理系

1922 1952 1982 4
 

5
 1923 1953 1983 10 6
 1924 2 I 1954' 

2 丁三― 1 '  

1984 3
 

3 

.l_JO.J し士 ヽ

, 1926 I 
， 

1956 1 1986 5 5 

1927 1957 1987 4 7 

1928 1958 2 1988 7 7 

1929 1 1959 2 1989 7 12 

1930 1960 3 1990 6 5 

lQ::11 I 7q1,7 ~ lCJCJl J R 

1932 I 5 I 1962 32 1992 I 7 10 

1933 1963 6 2 , 1993 10 3 

1934 1964 2 1994 5 16 

1935 1965 4 1995 15 22 

1936 1 1966 12 1 1996 16 14 

1937 1967 5 2 1997 13 15 

1938 I 

！ 
1968 8 4 I 1998 12 14 

I 1939 1 1969 4 6 1999 12 11 

1940' I 1 1970 ;J 3 I 2000 17 20 

1941 1971 4 2 2001 21 15 

1942 1 1972 10 8 2002 27 15 

1943 1973 5 5 2003 22 13 

1944 3 1974 3 2 2004 32 20 

1945 

~ 
5 ， 2005 j 32 19 

1946 2 12 1 2006 36 22 

1947 2 1977 7 5 2007 33 22 

1948 1 1978 7 2 2008 37 20 

1949 1 1979 7 5 2009 27 32 

1950 2 1980 2 6 2010 39 20 

1951 4 1981 3 3 2011 27 
I 

16 

680 I 47ロ
（注） 工学・農学・理学を理系とし、学術は理工学・農学研究科に提出されたもの

を理系とした。
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件
数
は
徐
々
に
増
加
し
た
と
い
う
の
が
正
し
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
が
比
較
的
大
き
な
増
加
傾
向
を
示
す
の
は
一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
前
後

で
、
と
く
に
課
程
博
士
の
授
与
件
数
の
急
増
に
よ
り
一
九
九

0
年
代
末
以
降
に
顕
著
に
増
加
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
で
き
た
。
背
景
に

は
、
明
治
大
学
が
積
極
的
に
課
程
博
士
を
授
与
す
る
教
育
を
試
み
て
い
る
こ
と
、
ま
た
博
士
学
位
が
研
究
職
に
就
く
た
め
の
ラ
イ
セ
ン
ス

と
い
わ
れ
る
ほ
ど
に
一
般
化
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、

月
ま
で
に
、
明
治
大
学
が
授
与
し
た
博
士
学
位
の
件
数
は
、
管
見
の
限
り
、

明
治
法
律
学
校
・
明
治
大
学
の
卒
業
生
で
初
め
て
博
士
学
位
を
取
得
し
た
の
は
松
本
璽
敏
（
法
学
博
士
）
で
あ
り
、
こ
の
学
位
は
明
治
大

た
だ
し
、

い
る

C
以
上
、
近
代
日
本
に
お
け
る
学
位
の
歴
史
と
、
明
治
大
学
に
お
け
る
博
士
学
位
の
授
与
件
数
の
変
遷
を
見
て
き
た
。
私
立
大
学
で
あ
る

一
九
二

0
(大
正
九
）
年
に
大
学
令
に
基
づ
く
旧
制
大
学
を
発
足
さ
せ
、

た
学
位
令
が
学
位
の
授
与
権
者
を
大
学
と
規
定
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
。

一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
三
月
に
学
校
教
育
法
が
公
布
さ
れ
、
明
治
大
学
も
こ
れ
に
基
づ
く
新
制
明
治
大
学
と
な
っ
た
。
同
法
に
甚

づ
き
一
九
五
三
（
昭
和
―
―
八
）
年
四
月
に
学
位
規
則
が
公
布
さ
れ
る
と
、

(―

1
0
0
五
年
）
な
ど
が
学
位
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
学
位
は
そ
の
種
類
、

―
一
五

0
件
（
旧
制
七
一
件
、
新
制
一
〇
七
九
件
）
で
あ
り
、

一
九
―

-
0
年
か
ら
二
〇

ま
ず
修
士
が
学
位
に
加
え
ら
れ
、
以
後
も
学
校
教
育
法
と
学
位

規
則
の
改
正
に
伴
い
、
学
士
(
-
九
九
一
年
）
、
「
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
学
位
」
（
い
わ
ゆ
る
専
門
職
学
位
、

そ
し
て
授
与
件
数
と
も
に
増
加
し
な
が
ら
今
日
に
至
っ
て

一
八
八
七
（
明
治
―

10)
年
の
学
位
令
以
来
の
博
士
学
位
に
注
目
す
れ
ば
、

明
治
大
学
に
お
け
る
学
位
の
授
与
は

お
わ
り
に

大
学
史
紀
要
第

24
号

か
つ
同
年
に
改
正
さ
れ

二
0
0
三
年
）
、
短
期
大
学
士

旧
・
新
制
明
治
大
学
に
お
け
る
博
士
学
位
授
与

（
平
成
ニ
―
二
）
年
三
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明
治
大
学
に
お
け
る
学
位
授
与
の
歴
史
と
博
士
学
位
授
与
件
数
（
阿
部
）

(19) 

(15) 

(16) 

(17) 

(18) 

注
(
l
)
 

(
2
)
 

(
3
)
 

(
4
)
 

(
5
)
 

(
6
)
 

(
7
)
 

(
8
)
 

(
9
)
 

(10) 

(11) 

(12) 

(13) 

(14) 

一
年
）
。

広
島
大
学
高
等
教
育
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
『
大
学
院
教
育
と
学
位
授
与
に
関
す
る
研
究
』
(
―

1
0
0
四
年
）
。

寺
崎
呂
男
「
「
学
部
」
と
「
学
位
」
を
見
な
お
す
」
（
別
府
昭
郎
編
『
〈
大
学
〉
再
考
』
所
収
、
知
泉
書
館
、
二
〇
―
一
年
）
。

吉
村
日
出
東
「
日
本
近
代
に
お
け
る
大
学
の
成
立
過
程
と
そ
の
特
色
」
（
別
府
昭
郎
編
『
〈
大
学
〉
再
考
』
所
収
、
知
泉
書
館
、
二

0
1

天
野
郁
夫
『
大
学
の
誕
生
（
上
）
（
下
）
』
（
中
央
公
論
新
社
、
二

0
0九
年
）
。

梶
田
明
宏
「
学
位
に
関
す
る
統
計
ー
~
明
治
二

0
年
お
よ
び
三
一
年
学
位
令
」
（
『
東
京
大
学
史
紀
要
』
第
五
号
、
一
九
八
六
年
）
。

『
法
令
全
書
（
明
治
五
年
）
』

『
北
大
百
―
―
十
五
年
史
通
説
編
』
（
北
海
道
大
学
‘
―

-
0
011
一
年
）
、
一
工
ハ
ー
ニ
七
頁
。

『
東
京
大
学
百
年
史
通
史
一
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
四
年
）
、
六

0
1
―頁。

『
東
京
大
学
百
年
史
通
史
一
』
、
六

0
―二頁。

『
東
京
大
学
百
年
史
通
史
一
』
、
六

0
五
頁
。

梶
田
明
宏
「
学
位
に
関
す
る
統
計
1

明
治
―

-
0年
お
よ
び
三
一
年
学
位
令
」
（
『
東
京
大
学
史
紀
要
』
第
五
号
、
一
九
八
六
年
）
。

『
学
位
録
』
文
部
省
専
門
学
務
局
、
一
九
一
二
五
年
。

一
官
報
」
第
一
四
五
四
号
(
-
八
八
八
年
四
月
八
日
）
、
「
官
報
」
第
一
四
八
一
号
(
-
八
八
八
年
六
月
八
日
）
。

村
上
一
博
「
井
上
正
一
（
日
本
人
初
の
仏
国
法
学
博
士
）
の
故
郷
を
訪
ね
て
」
（
明
治
大
学
広
報
課
「
エ
ム
ス
タ
イ
ル
」
第
一
五
号
、
二

C

0
七
年
）
。

村
上
一
博
「
熊
野
敏
三
1

日
本
人
初
の
パ
リ
大
学
法
学
博
士
」
（
明
治
大
学
広
報
課
一
エ
ム
ス
タ
イ
ル
」
第
三
一
号
、
二

0
0九年）（）

梶
田
明
宏
「
学
位
に
関
す
る
統
計
1

明
治
二

0
年
お
よ
び
三
一
年
学
位
令
」
（
『
東
京
大
学
史
紀
要
』
第
五
号
、
一
九
八
六
年
）
。

『
学
位
録
』
文
部
省
専
門
学
務
局
、
一
九
三
五
年
＾
）

高
田
幸
男
「
葉
清
耀
一
、
『
明
治
大
学
小
史
人
物
編
』
（
学
文
社
、
―

IOI
―
年
）
所
収
。
村
上
一
博
「
日
治
期
台
湾
に
お
け
る
弁
護
士
制
度

の
展
開
と
台
湾
人
弁
護
士
」
（
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
『
大
学
史
紀
要
』
第
一
八
号
、
二

0
一
四
年
）
。

一
明
治
大
学
新
間
」
九
三
七
号
、
一
九
六
二
年
五
月
二
四
日
。

学
が
授
与
し
た
最
初
の
学
位
て
も
あ
っ
た
。
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気図ー


